令和７年度　羽咋市まち・ひと・しごと創生総合戦略会議録
【要旨】


日時　令和７年８月２７日（水）１９：００～２１：００
場所　羽咋市役所　４０１会議室

１．開会

２．開会あいさつ（岸市長）

３．委員等の紹介及び総合戦略会議組織について

４．会議の公開及び会議録等の取り扱い等について

５．報告事項
（１）羽咋市の人口推移について

（２）輝く羽咋デジタル総合戦略の効果・検証結果（案）について

６．重点審査
（１）■基本的施策名：（Ⅰ-1-（1））地元企業への就職・就業促進
□重要業績評価指標（KPI）：地元企業への新規就職者数
 
（質疑①）A委員：転出者の転出理由は、企業に魅力がないからなのか市に魅力がないからなのか等、分析した情報はあるか。

（回　答）まちづくり課長：内閣府の統計によると転出理由は漠然と都会に憧れがあるのが多い。特に女性に顕著。暮らしの面で羽咋に居ながら都会の風景を味わえる等、イメージ作りが必要と考えている。LAKUNA等公共施設を活用しながら、女性が引き続き住みやすい街づくり、それによってたくさんの人が羽咋にくるような施策が必要になると考える。

（質疑①）A委員：自分の会社に就職で転入してきた人から、羽咋は住みやすいと言う声はある。そういう声を発信していけば地元の就職に繋がると思うので、発信する取組を行っていきたい。

（回　答）まちづくり課長：地元就職・移住に繋がるように、特にPRしたい資料がありましたら、商工会等にアナウンスすることが可能ですので提供していただきたい。

（回　答）岸市長：羽咋には働くことができる工場がある。しかし羽咋工業高校の校長先生から今の高校生は都会志向だと伺った。一部上場企業等の名前に憧れがある。羽咋市にも立派な素晴らしい企業があるということをアピールするためにもインターンシップ・内見会・見学会等、積極的に取り組む必要があると思う。

（質疑②）B委員：KPI実績値の269人は正規採用がメインか。

（回　答）商工観光課長：ハローワーク求人から就職採用となった人数であるため、パート等非正規雇用も含んでいる。また、企業の求人募集等、ハローワーク以外で就職した人数は把握していない。

（質疑③）C委員：羽咋市ではオンラインの合同企業説明会は開催しているか。

（回　答商工観光課長：現状はしていないため、今後の開催を検討する。

（質疑④）D委員：新規就職者数はどんな職種が多いか
（回　答）商工観光課長：製造業・建造業・福祉関係のサービス業が多い。

（回　答）岸市長：地元企業からは高校生の新卒が採れないという声が多い。そのため、外国人労働者で補う企業も何社かある。昨日、一人親の子育て世代の方々と市長と語る会を開催した。そこでは、新卒だけでなく、中途採用においても羽咋に働くところがないという意見が出た。しかし、実際は有効求人倍率は1.5倍ほどであるため、職業を選ばなければ働くことができる状況になっている。有効求人倍率は高いが、人気のないサービス業や福祉関係・建設関係等は人が足りない現状もあり、これらの業種をどうマッチングしていくかが大切だと思う。また、工業高校の先輩が後輩を誘って就職に繋げている企業もあると聞いている。
羽咋で就職し、羽咋に住むというのが一番だが、私は羽咋に住んでもらうということがより大事だと思っている。羽咋で働くのが難しいなら、羽咋の住居・子育て、道路整備等生活面を強化し、羽咋に住みながらかほく市や金沢市へ働きに行くという手もある。地元企業や高校の先生方と連携していくことが一番だと思っている。
【採決結果】総合評価：○





（２）■基本的施策名：（Ⅱ-3-3）羽咋の玄関口を起点とした賑わいの創出
□重要業績評価指標（KPI）： LAKUNAはくい利用者数

【採決結果】総合評価：◎




（３）■基本的施策名：（Ⅲ-3-3）利便性の高い住環境の整備と住宅再建に係る総合的なフォローアップ
□重要業績評価指標（KPI）：②空き家・空き地バンク成約件数

【採決結果】総合評価：◎




（４）■基本的施策名：（Ⅳ-2-（1））住宅耐震化率の向上、老朽空き家対策
□重要業績評価指標（KPI）：住宅の耐震化率

【採決結果】総合評価：◎





（５）■基本的施策名：（Ⅴ-4-4）郷土教育の推進
□重要業績評価指標（KPI）：郷土の歴史を題材とした公開・普及事業の参加者数

（意見①）E委員：親が子に「こんな羽咋なんか」や「羽咋にはなにもないから戻ってこなくていいよ」等、親自体が羽咋に誇りを持っていない話をよく聞く。親から「羽咋にはなにもない」と言われてそう思ってしまう子が多いのではないか。親世代へ向けた羽咋の郷土教育の再教育も必要になるのではないか。

（回　答）文化財課長：現役の親世代へ向けた郷土教育は直接的には難しいと考える。子どもへの郷土教育を強め、子どもから親へ羽咋市の魅力を伝えていくことを考えている。また、SNSやHP等でコンテンツの発信を強め、将来的に子ども世代から親世代への魅力を伝えるためのアプローチを図る。

（質疑①）F委員：KPI実績値1610人には小中学生は入っているのか。

（回　答）文化財課長：入っている。

（意見②）G委員：学校教育ではかなりふるさと教育を重点事項にあげて取り組んでいると話を聞く。子どもの時に体験した記憶はふるさとを離れても記憶に必ず残る。現に、子どもたちは郷土教育にすごく興味を持っている。子どもは大人が何かを提供する前に家庭の中で既にいいところを語り合って育っていると思う。それがいざ就職時や大学が羽咋にないために、親から「羽咋にはなにもない」というような会話になったかもしれない。生涯学習課が行っているようなことを、例えば、子ども会と長寿会を一体にして行事を行う等検討をしてほしい。

（回　答）文化財課長：生涯学習課と連携し、教育委員会が一体となり郷土教育の推進をしていきたい。
（回　答）学校教育課長：各委員から出た意見から、子どもたちからのアプローチによる教育と併せて大人向けの郷土教育を充実させていく必要があることを認識した。アプローチ方法として、生涯学習課と連携し文化財というものをアピールし、認識していくことで羽咋市の誇りや価値を持っていただく活動を今後広げていかないといけない。さらに、羽咋の奥深さというものも改めて各個人個人で伝えていくことも大事である。今後大人たちが一つ一つ生涯学習として学んでいくことによって羽咋市の誇りや愛着が広がっていくと考えている。事業については、教育委員会としていろいろな形で行っていきたい。

（質疑②）H委員：デジタル博物館にはトキの情報は入っているか

（回　答）文化財課長：入っていない。

（質疑②）H委員：来年羽咋でトキ放鳥が始まるとお聞きしています。例えばなぜ羽咋で放鳥するのか、能登ゆかりの鳥なのか等、皆さんに知っていただく機会があればよいのではないか。

（回　答）文化財課長： 農林水産課と連携し、検討していきたい。

（回　答）岸市長：「羽咋には何もない」という話があがったが、羽咋には邑知潟の野鳥や、千里浜ドライブウェイ等、数多くの魅力的な自然がある。改めて、自分たちの住んでいる町が素晴らしいところがあるという学習の場を作るべきだと思っている。羽咋市民が羽咋はいいところだ、ぜひ来てくださいというような市外へ向けた呼び込みに繋げていくという流れを作りたい。

（質疑③）I委員：R4基準値から比較するとR6実績値が少なすぎないか。

（回　答）文化財課長：R4基準値には講座の参加者＋資料館の入館者数も含めている。R6はイベントに力を入れ、入館者数が例年の約３倍（約3500人）になっているため、R6実績値には含めていない。

（回　答）まちづくり課長：評価について、担当課として課題が残っている中で結果として人が来てしまったということであれば△であるということもあり得る。今回の文化財課の話だとPR等に課題があるということなので、今年度の事業は△であるという認識である。

【採決結果】総合評価：△




（６）■基本的施策名：（VI-4-4）デジタルディバイドの解消とデジタル人材の活用
□重要業績評価指標（KPI）：地域ごとのスマホ教室開催数

（質疑①）J委員：スマホ教室のカリキュラムについては、今後スキルアップ等内容を変更して取組を継続していくのか、それとも今まで通りの内容で継続するのか。

（回　答）デジタル推進室長：スマホ詐欺の防止策等、時代の流れや、参加者のニーズに沿いながら内容をその都度変え、取組を継続していく。

【採決結果】総合評価：○



７．講評
宮田オブザーバー：6つある重点施策のうち、特に印象に残ったのは（１）地元企業への就職・就業促進と（５）郷土教育の推進の２つである。就職就業促進というのは北陸3県同じ課題を抱えている。原因としては、仕事がないという点と、帰属意識が薄まっている点があると思う。高校生や大学生向けの就職就業促進を行うだけでなく、小中学生へのアプローチもあってもいいと思う。例えば夏休みに地元企業の見学をさせ、大人が働いている姿を見せ、立派な企業があるということを感じてもらう等。
また、今回の資料については、A3紙ではなくA4紙、さらにはペーパーレスでよいと思った。

大島オブザーバー：住環境や子育て教育は、市の独自性を出して人を集め、提供をして成長を促していく流れになる。働き口は市内だけでなくいろんな業種があるため、市長が言っていたように、羽咋に住んで近隣市町に働きに行く流れというのを作ることが良いと思う。

高山アドバイザー：社会動態が２年連続プラスというのは高く評価できる。自然動態をプラスにすることは至難の業で、今の日本で出生数と死亡数を逆転するのは難しい。そう考えると、地域活性化を維持するためには、社会動態のプラスを維持することと、交流人口や関係人口を増やすということが大事だと思う。
重点政策（１）は、地元の素晴らしい企業を高校生に知らせる取組の参加者を増やすということが課題であるため、工夫が必要である。
重点政策（５）について、郷土教育が大事という話が出てきたのはここ20年の話だと思う。これから力を入れていく必要がある。子どもに歴史や文化を知ってもらうには、普段の生活の中で祭りや風習からでも自然と入ってくる面もある。地元で子どもの時から見せたりすることが地元愛に繋がると思う。子ども会と長寿会をコラボして企画することは非常にいい取組だと思う。デジタル博物館について、あまりお金をかけずに写真だけ撮って解説を入れた動画を作成するとか、ある市では面白いYouTube動画を宣伝に利用している等、いろんな工夫ができると思う。それを少し市民や市民以外に募集をかけ、懸賞金を出すみたいな取組もありではないかと思う。
重点政策（２）について、KPI目標値65000人に対して実績270000人となっているのは非常に嬉しい悲鳴だと思う。LAKUNAはくいについては人が集まる工夫や仕掛けがしてある施設だと思う。少し残念なのは、LAKUNAはくいに来た人が周りの施設にも訪問するような、民間でもよいと思うが、そんな施設があればもっと駅周辺の賑わいは確保できると思う。
重点政策（３）について、これから人口減少が進めば、空き家は増えていく。利活用することも大事である。持ち主との問題が出てくるので、空き家バンクをできるだけデータベース化して知ってもらう。利活用しようというところは、自分にメリットがあれば取り組もうという人は出てくるので、少し気長に努力していく必要がある。
重点政策（４）の耐震化も非常に大事であり、県からの補助も上乗せしてくれるのはありがたい話である。最大300万の補助があればいろんな形で耐震化ができる。移住者や住み続ける市民のためにも大事な政策である。
重点政策（６）について、取組自体は大事であるが、33回で300人以下の対象者は非常に効率悪いと思う。せめて500人以上の対象となるように、対応する人をお金はかかるかもしれないが集めることができたらいいと思う。また、デジタル人材の育成については、これから各市町がどれだけ力を入れるかによって随分変わるものだと思う。今いる職員に教育するのは難しい問題があると思うので、若い職員やデジタル専門職の職員を採用する、もしくは専門の会社に派遣してもらう等進めてほしい。この先5年が勝負だと思うので、頑張ってほしい。

８．その他（事務連絡等）
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